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平成１９年６月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 

 平成１９年５月１１日 

上場会社名 プレシジョン・システム・サイエンス株式会社 （コード番号： ７７０７  大証 ヘラクレス市場） 

（ＵＲＬ http://www.pss.co.jp/ ）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長     田島 秀二 (TEL 047-303-4800) 

        責任者役職・氏名 取締役業務本部長    秋本 淳  

               
１ 四半期業績の概況の作成等に係る事項 

 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況   ： 有 

連結  （新規） １社 
持分法 （新規） １社 

 

④ 公認会計士又は監査法人による関与の有無 ： 無 
 
２ 平成１９年６月期第３四半期の財務・業績概況（平成１８年７月１日～平成１９年３月３１日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      

当期(四半期)       
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

19 年６月期第３四半期 2,684   5.7 △125   － △129   － △181   － 

18 年６月期第３四半期 2,538  19.6   △46    － △45    － △322   － 

(参考)１８年６月期 3,636   13.1  12 △90.4 18 △83.1 △250   － 

 

 １株当たり当期純損失 
潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり当期純利益 

 円    銭 円    銭 

19 年６月期第３四半期 △ 4,248  13 － 

18 年６月期第３四半期 △ 7,675   02 － 

(参考)１８年６月期 △ 5,926   68 － 

(注) ① 持分法投資損益 19年6月期第３四半期△12百万円    18年6月期第1四半期－百万円   18年6月期－百万円 

② 期中平均株式数 19年6月期第３四半期 42,819株   18年6月期第3四半期 42,038株  18年6月期 42,228株   

③ 会計処理の方法の変更  無 

④ 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。 

⑤ 19年6月期第３四半期及び18年6月期第３四半期の営業利益等の対前年同四半期比増減率につきましては、営業利益等がマ

イナス値であるため記載しておりません。 

⑥ 19年6月期第３四半期及び18年6月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、新株予約権残高

等がありますが、当期純損失が発生しているため記載しておりません。 

⑦ 19年6月期第３四半期及び18年6月期第３四半期に係る数値につきましては、監査法人の監査を受けておりません。  

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 

平成 18 年 6月期 

第３四半期 

（前年同四半期） 

平成 19 年 6月期 

第３四半期 

（当四半期） 

参考 

平成 18 年 6月期 

（通期） 

 

金額 百分比 金額 百分比 

対前年同

期増減率

金額 百分比 

 

売 上 高 

百万円

2,538 

％ 

100.0  

百万円

2,684 

％

100.0 

％

5.7 

百万円 

3,636  

％ 

100.0  

売 上 総 利 益 1,026 40.4  1,093 40.8 6.5 1,462  40.2  

営 業 利 益 △46 △1.8  △125 △4.7 － 12  0.3  

経 常 利 益 △45 △1.8  △129 △4.9 － 18  0.5  

当 期 純 利 益 △322 △12.7  △181 △6.8 － △250  △6.9  

http://www.xxxxxxxxx.co.jp/
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当社グループは、当社および当社子会社４社により構成されております。その主な事業内容は、遺伝子・プロレオーム解析関連業界にお

ける研究開発やその研究成果の実用化に用いられる自動化装置、その他理化学機器、ソフトウェア等の開発および製造販売、並びに自動

化装置に使用される試薬およびプラスチック消耗品の製造販売等であります。 

なかでも、独自の特許技術を利用して開発したオリジナル製品である DNA自動抽出装置等を主力製品と位置付けており、ロシュグルー

プやキアゲングループなどグローバル企業とのOEM契約、当社ブランドによる販売を通じて世界市場に製品供給しております。 

当第３四半期は、前年急拡大した㈱三菱化学ヤトロン向け販売およびロシュグループ向け販売が低調であったものの、大手臨床検査セン

ター向け特注システムの販売が好調であったため、売上高は 2,684 百万円（前年同期比 5.7％増）となり、増収を確保しました。また、売上総

利益も 1,093 百万円（前年同期比 6.5％増）と増益になりました。 

しかしながら、新規OEM先対応のための人員増加や設備拡充に伴う諸経費の増加などにより、販売費及び一般管理費が 1,219 百万円

（前年同期比 13.6％増）となり、営業損失 125 百万円の計上となりました。 

 営業外損益は、受取利息や為替差益のなどの営業外収益 31 百万円に対し、支払利息や社債発行費等などの営業外費用 35 百万円とな

り、経常損失 129 百万円を計上いたしました。 

 

取引先別の販売状況は、下表のとおりであります。 

平成 18 年 6月期 

第３四半期 

（前年同四半期） 

平成 19 年 6月期 

第３四半期 

（当四半期） 

参考 

平成 18 年 6月期 

（通期） 

 

金額 構成比 金額 構成比 

対前年同

期増減率

金額 構成比 

 

ロ シ ュ グ ル ー プ 

百万円

1,306 

％ 

51.5  

百万円

1,207 

％

45.0 

％

△7.5 

百万円 

1,870  

％ 

51.4  

キ ア ゲ ン グ ル ー プ 678 26.7  706 26.3 4.1 984  27.1  

㈱ 三 菱化学ヤ ト ロ ン 352 13.9  200 7.5 △43.1 364  10.0  

そ の 他 201 7.9  570 21.2 183.5 416  11.5  

合  計 2,538 100.0  2,684 100.0 5.7 3,636  100.0  

 

当社グループの主力製品であるＤＮＡ自動抽出装置等（免疫化学発光測定装置を含む）は、ＯＥＭ（相手先ブランドによる販売）を通じて

世界の主要市場にて販売されています。ＯＥＭ先は多角化しつつありますが、依然として、ロシュグループ、キアゲングループ、㈱三菱化学

ヤトロンの 3社が主力ＯＥＭ先となっております。装置の使用に伴い消費される専用のプラスチック消耗品に関しても、ＯＥＭ先を通じて販売

されています。 

ロシュグループに関しては、プラスチック消耗品の販売は堅調に拡大したものの、主力のＤＮＡ自動抽出装置の販売が低迷し、当会計期

間の売上高は前年同期比 7.5%減となる 1,207 百万円となりました。 

キアゲングループに関しては、ＤＮＡ自動抽出装置の販売が拡大し、当会計期間の売上高は前年同期比 4.1％増となる 706 百万円となり

ました。 

㈱三菱化学ヤトロンに関しては、小型免疫化学発光測定装置の出荷遅れが解消ざれず、当会計期間の売上高は前年同期比を大幅に下

回る販売実績となり、売上高 200 百万円（前年同期比 43.1％減）となりました。 

その他取引先に関しては、大手臨床検査センター向け特注システムの販売が好調だったことなどから、前年同期比で 183.5％増となる

570 百万円に拡大いたしました。 
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製品区分別の売上高は、下表のとおりであります。 

平成 18 年 6月期 

第３四半期 

（前年同四半期） 

平成 19 年 6月期 

第３四半期 

（当四半期） 

参考 

平成 18 年 6月期 

（通期） 

 

金額 構成比 金額 構成比 

対前年同

期増減率

金額 構成比 

 

ＤＮＡ自動抽出装置等 

百万円

1,588 

％ 

62.6  

百万円

1,297 

％

48.3 

％

△18.3 

百万円 

2,120  

％ 

58.3  

そ の 他 理 化 学 機 器 38 1.5  279 10.4 634.2 185  5.1  

そ の 他 製 品 206 8.2  292 10.9 41.7 301  8.3  

商品（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ消耗品） 704 27.7  790 29.5 12.2 1,029  28.3  

そ の 他 営 業 収 入 － －  24  0.9 － －  －  

合  計 2,538 100.0  2,684 100.0 5.7 3,636  100.0  

 

①ＤＮＡ自動抽出装置等 

当区分は、当社グループの国際特許技術であるマグトレーション・テクノロジーを利用した自動化装置の区分であり、ＤＮＡ自動抽出装置

の他、免疫化学発光測定装置も含んでおります。ＤＮＡ自動抽出装置等に関しては、バイオ研究分野の進展に伴い、多検体の短時間処理

が必要となってくるため、その需要は拡大していくものと当社では考えております。 

当会計期間は、キアゲングループ向けOEM製品の販売が、堅調であったあった一方、ロシュグループ向け販売がやや低調であったのに

加え、㈱三菱化学ヤトロン向けの小型免疫化学発光測定装置の出荷遅れの影響もあり、売上高は 1,297 百万円(前年同期比 18.3％減)に

減少しました。 

 

四半期毎の販売推移は、下表のとおりであります。なお、装置単価は機種により 1 台あたり百万円台から 1千万円以上までの品揃えがあ

るため変動しております。 

（単位：台、千円） 

平成 17 年 6月期 平成 18 年 6月期 当期  

第 3四半期 第 4 四半期 第 １四半期 第 ２四半期 第 3 四半期 第 ４四半期 第 1 四半期 第 ２四半期 第 ３四半期 

販売台数 232 287 189 359 275 258 190 231 191

販売金額 519,854 616,781 376,358 653,827 558,781 531,153 389,197 486,681 421,369

販売単価 2,240 2,156 1,991 1,821 2,031 2,058 2,048 2,106 2,206

 

②その他理化学機器 

当区分は、研究施設などで利用される各種自動化機器の他、各省庁やその外郭団体などからの受託研究開発事業の区分であります。 

当会計期間は、大手臨床検査センター向け特注システムの販売が大きく拡大したことにより売上高 279 百万円（前年同期比 634.2%増）と

なりました。当区分の売上高は、特注システムの受注動向により大きく変動いたします。 

 

③その他製品 

当区分は、装置メンテナンスやスペアパーツ（交換部品）販売、自社販売のＤＮＡ自動抽出装置等に使用される核酸抽出・精製用のプレ

パック試薬、ソフトウェア開発などの区分であります。 

当会計期間は、売上高 292 百万円（前年同期比 41.7％増）となりました。装置メンテナンスやスペアパーツ販売などは、装置の累計出荷

台数に応じて販売拡大が見込める性質があるため、当区分の売上高は、順調な伸長が期待できるものと考えております。 

 

④商品（プラスチック消耗品） 

当区分は、装置の使用に伴い消費されるティップやカートリッジなどのプラスチック消耗品の区分であります。当社のＤＮＡ自動抽出装置

等に使用される専用の消耗品が中心となっております。 

当会計期間は、売上高 790 百万円（前年同期比 12.2％増）となりました。ドイツ子会社にて、生産管理及び販売している欧州ＯＥＭ先向

けの消耗品が好調に推移いたしました。プラスチック消耗品は、装置の累計出荷台数に応じて販売拡大が見込める性質があるため、今後も

順調な伸長が期待できるものと考えております。 
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⑤その他営業収入 

当会計期間においては、PSS キャピタル㈱による 24 百万円のファンド管理収入がありました。 

 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 純資産 自己資本比率 

１株当たり 
純資産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

19 年６月期第３四半期 4,948 2,781 56.2 64,932  30 

18 年６月期第３四半期 4,888 2,860 58.5 66,844   98 

(参考)１８年６月期 4,884 2,928 59.9 68,414   70 

(注) 期末発行済株式数 19年6月期第3四半期 42,840株  18年6月期第3四半期 42,800株 18年6月期 42,800株 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 
 当３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 63 百万円の増加で 4,948 百万円となりました。 

 流動資産は、73 百万円の減少で、3,771 百万円となりました。また、固定資産は、136 百万円の増加で、1,176 百万円となりま

した。 

 流動負債は、短期借入金の 200 百万円の増加、一年以内に到来する長期借入金の 156 百万円の増加等により、376 百万円増加の

1,338 百万円となりました。また、固定負債は、社債の発行による 200 百万円の増加、長期借入金の 368 百万円の減少により、

166 百万円減少の 828 百万円となりました。 

 純資産は、利益剰余金の減少 181 百万円があり、自己資本比率が、56.2%と減少をいたしております。 

なお、財政状態につきましては、当期における計画的水準であります。 

 

３ 平成１９年６月期の連結業績予想（平成１８年７月１日 ～ 平成１９年６月３０日） 
 

 業績予想は、中間決算短信にて発表させていただきました予想に変更なく、下記のとおりであります。 

 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
１株当たり予 
想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

通       期 3,800 △100 △150 △3,501 40 

※ 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
 
 第１四半期 

 （実績） 

第２四半期 

 （実績） 

第３四半期 

 （実績） 

第４四半期 

 （見込） 

通期合計 

 （見込） 

 

売 上 高 

    百万円 

755 

   百万円   

  939 

百万円  

  989 

百万円    

1,117 

百万円   

3,800 

売上総利益       313 

（41.5％） 

     387 

  （41.3％） 

    392 

 （39.7％） 

428 

 （38.3％） 

    1,520 

  （40.0%） 

   開発費 

   その他経費 

販売管理費合計 

      152 

      269 

      421 

     93 

     312 

     406 

    108 

    281 

    389 

100 

300 

400 

   452 

   1,166 

     1,618 

営業利益       △107      △20    2 28 △97 

経常利益       △110 △23 3  30 △100 

当期純利益       △119         △44 △17 30 △150 

 
第４四半期の期間損益は、売上高 1,117 百万円（前年同期比 1.7%増）、売上総利益 428 百万円（前年同期比 0.2%減）、営業利益 28 百万

円（前年同期比 52.5％減）、当期純利益 30 百万円（前年同期比 58％減）を予想しております。 
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第３四半期連結財務諸表 
  (1)第３四半期連結貸借対照表 

 
前第３四半期末 

（平成18年３月31日） 

当第３四半期末 

（平成19年３月31日） 

前連結会計年度末 

（平成18年６月30日） 

区分 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

 １ 現金及び預金  2,235,361 2,014,064  2,229,337

 ２ 受取手形及び売掛金  875,357 879,847  848,395

 ３ たな卸資産  755,650 725,915  649,024

 ４ その他  107,017 156,665  117,952

 ５ 貸倒引当金  △339 △4,740  △263

   流動資産合計  3,973,047 81.3 3,771,751 76.2  3,844,447 78.7

Ⅱ 固定資産   

 １ 有形固定資産   

 (1）建物及び構築物  316,165 307,505  314,122

 (2）機械装置及び運搬具  87,919 174,800  117,296

 (3）工具器具及び備品  166,719 297,804  264,001

 (4）土地  294,097 296,302  294,582

   有形固定資産合計  864,901 17.7 1,076,413 21.8  990,001 20.3

 ２ 無形固定資産  26,234 0.5 19,739 0.4  23,863 0.5

 ３ 投資その他の資産  24,148 0.5 80,651 1.6  26,673 0.5

   固定資産合計  915,284 18.7 1,176,804 23.8  1,040,538 21.3

   資産合計  4,888,331 100.0 4,948,556 100.0  4,884,985 100.0
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前第３四半期末 

（平成18年３月31日） 

当第３四半期末 

（平成19年３月31日） 

前連結会計年度末 

（平成18年６月30日） 

区分 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債   

 １ 買掛金  462,926 430,240  488,875

 ２ 短期借入金  ― 200,000  ―

 ３ 一年内返済予定の長期借入金  315,452 442,092  285,852

 ４ 賞与引当金  18,341 21,173  4,922

 ５ その他  172,773 245,296  183,084

   流動負債合計  969,494 19.8 1,338,802 27.1 962,734 19.7

Ⅱ 固定負債   

 １ 社債  350,000 550,000  350,000

 ２ 長期借入金  705,066 272,144  640,253

 ３ 繰延税金負債  ― 4,162  2,229

 ４ その他  2,806 1,703  1,565

   固定負債合計  1,057,872 21.7 828,009 16.7 994,047 20.4

   負債合計  2,027,366 41.5 2,166,812 43.8 1,956,782 40.1

  

（資本の部）  

Ⅰ 資本金 2,041,278 41.8 ― ― ― ― 

Ⅱ 資本剰余金 2,507,844 51.3 ― ― ― ― 

Ⅲ 利益剰余金 △1,736,848 △35.5 ― ― ― ― 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 1,633 0.0 ― ― ― ― 

Ⅴ 為替換算調整勘定 47,057 0.9 ― ― ― ― 

  資本合計  2,860,965 58.5 ― ― ― ― 

  負債・資本合計  4,888,331 100.0 ― ― ― ― 

  

（純資産の部）  

Ⅰ 株主資本    

 １ 資本金 ― ― 2,041,778 41.3 2,041,278 41.8

 ２ 資本剰余金 ― ― 2,508,354 50.7 2,507,844 51.3

 ３ 利益剰余金 ― ― △1,846,378 △37.3 △1,664,477 △34.1

   株主資本合計 ― ― 2,703,753 54.7 2,884,644 59.0

Ⅱ 評価・換算差額等    

 １ その他有価証券評価差額金 ― ― 6,140 0.1 3,289 0.1

 ２ 繰延ヘッジ損益 ― ― △75 △0.0 △18 △0.0

 ３ 為替換算調整勘定 ― ― 71,880 1.4 40,233 0.8

   評価・換算差額等合計 ― ― 77,946 1.5 43,504 0.9

Ⅲ 新株予約権 ― ― 44 0.0 54 0.0

  純資産合計  ― ― 2,781,744 56.2 2,928,203 59.9

  負債・純資産合計  ― ― 4,948,556 100.0 4,884,985 100.0
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(2)第３四半期連結損益計算書 

 

前第３四半期 

（自 平成17年７月１日 

  至 平成18年３月31日） 

当第３四半期 

（自 平成18年７月１日 

  至 平成19年３月31日） 

前連結会計年度 

（自 平成17年７月１日 

  至 平成18年６月30日） 

区分 金額（千円） 百 分 比 （ ％ ） 金額（千円） 百 分 比 （ ％ ） 金額（千円） 百 分 比 （ ％ ）

Ⅰ 売上高  2,538,717 100.0 2,684,127 100.0  3,636,933 100.0

Ⅱ 売上原価  1,511,913 59.6 1,590,199 59.2  2,174,778 59.8

売上総利益  1,026,803 40.4 1,093,928 40.8  1,462,155 40.2

Ⅲ 販売費及び一般管理費  1,073,470 42.2 1,219,860 45.5  1,449,334 39.9

営業利益又は営業損失(△)  △46,667 △1.8 △125,931 △4.7  12,820 0.3

Ⅳ 営業外収益  26,540 1.0 31,230 1.1  36,741 1.0

Ⅴ 営業外費用  25,105 1.0 35,202 1.3  30,658 0.8

経常利益又は経常損失(△)  △45,231 △1.8 △129,904 △4.9  18,903 0.5

Ⅵ 特別利益  3,966 0.2 107 0.0  4,171 0.1

Ⅶ 特別損失  237,588 9.4 170 0.0  237,792 6.5

  税金等調整前第３四半

期純損失又は税金等調整

前当期純損失 

 △278,854 △11.0 △129,967 △4.9  △214,717 △5.9

法人税、住民税及び事業税  43,787 1.7 51,933 1.9  35,554 1.0

第３四半期純損失又は

当期純損失 
 △322,642 △12.7 △181,901 △6.8  △250,271 △6.9

    

 


